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め.S享nglestrandedpoly Cをとり･ これらぬ項を皿〒±lOま C.とって
評価すると. dipoleeff5Cも-a)項は+0-.14で hyperchromi.Cにきき､
vanderWaalsの項は｣0.46で hypochromicにきき/-一十一一一一丁-∴
一一二 一一一一一一∴∴ - --一一一一二 T--- 結局-0.32の hypochTOnism と
なるo POlypepもidesの場合､pepもidegroupの 打電子系だけでは.












pep+Widegroupに?いてなされた私達 の 計 算 に よると21) excesselecも-C
ron の場合には.OC及びCNポン ドがそれぞれ 0.09及び 0.08A程度伸長
することによって. g電子系には0.38.eVの energy lossが生じ. 7r電子
系には0.75eVの energy gainが生ずるO また､ excessholeの場合･'JC
は､OC･;黒 目､声 01,｡7iOA一程淀碑長し且っ CtIポン ドが0･:-,:-)程箆短縮するこ












能睦が存在するか らであるD 私達の計算q7=よると.蛋白質の場合には. 7{軌道






冨-AEma芸 am +B蓋 b芸 転 + C真 滝 cm
-a莞(bmや 芸)a芸iam: βnE蓋em(･C芸+軒 C芸TCTi)qf摘 ,
ただし bm及び cmはそれぞれm番 日の単量体の内部振動及び重心線動を表わ
すboson operator:am は excesSChaTgeの fe-rmioヱユOPeTaもor;



























mj･藷 -K'5･.11 日 K年 1-I,3･_, (1)
で与えられるG ITlniJ･はM又はIRとする (LP>M)O電 子計算機による計算総菜で
はこれらのmaSSが rand(一mに配列している時の振動数スペク トルは非常に
fineな構造をもつことがあるが.下記のような条件下では角振動数Wに於て
スペク トルは 0になることが理論的に知られている｡
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